
決
算
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告

決
算
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告
報
告

決
算
特
別
委
員
会

８
人

（
鈴
木
康
夫
委
員
長
、
青
木

綱
次
郎
副
委
員
長
、
岡
本
茂

樹
、
岡
本
亮
一
、
奥
村
良
太
、

河
田
美
穂
、
喜
多
進
、
米
澤

修
司
の
各
委
員
）
は

月

日
、

日
、

日
、

日
、

日
、

日
の
６
日
間
委
員

会
を
開
催
し
、
９
月
定
例
会

で
付
託
さ
れ
た
平
成

年
度

一
般
会
計
な
ど

件
の
決
算

認
定
案
に
つ
い
て
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

審
査
は
部
局
別
に
行
い
、

最
終
日
に
は
５
会
派
に
よ
る

総
括
審
査
を
行
っ
た
後
、
決

算
認
定
案
を
す
べ
て
認
定
し

ま
し
た
。
主
な
質
疑
は
次
の

と
お
り
で
す
。

室
公
長
市

室
り
く
づ
ち
ま
心
安

務
総

等
道
水

平
成

年
度
ま
で
の

５
年
間
で
第
３
次
行
政
改
革

に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
そ

の
成
果
と
課
題
は
。

企
画
管
理
課
長

行
政
改

革
実
行
計
画
は
４
７
９
件
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
、

％

が
概
ね
計
画
に
沿
い
達
成
で

き
た
。
し
か
し
受
益
者
負
担

の
公
平
化
、
い
わ
ゆ
る
使
用

料
等
の
見
直
し
と
、
市
民
と

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構

築
と
い
う
面
で
は
、
今
後
の

課
題
と
考
え
る
。

事
業
を
行
う
た
め
に

市
債
発
行
を
行
っ
て
い
る
が
、

市
債
が
占
め
る
財
政
状
況
は
。

企
画
管
理
課
長

財
政
健

全
化
判
断
比
率
が
示
さ
れ
て

い
る
が
、
公
債
費
の
全
体
に

占
め
る
割
合
で
あ
る
実
質
公

債
比
率
は
６
・
７
ポ
イ
ン
ト

で
、
黄
信
号
と
い
え
る

ポ

イ
ン
ト
の
早
期
健
全
化
基
準

に
は
な
い
。
健
全
と
は
言
わ

な
い
が
、
危
機
的
状
況
に
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。

財
政
構
造
の
弾
力
性

を
判
断
す
る
指
標
で
あ
る
経

常
収
支
比
率
が

年
度
よ
り

改
善
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
は
。

企
画
管
理
課
長

・
９

％
と
前
年
よ
り
３
・
５
％
改

善
さ
れ
た
。
行
政
改
革
の
効

果
や
普
通
地
方
交
付
税
に
よ

る
収
入
が
増
え
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

扶
助
費
が
毎
年
伸
び
て
い
る

の
で
、
留
意
し
財
政
指
標
の

改
善
に
努
め
た
い
。

年
に
実
施
さ
れ
た

国
勢
調
査
で
は
、
本
市
人
口

が
５
年
前
よ
り
約
３
８
０
０

人
増
え
て
い
る
。
一
方
、
高

齢
化
に
よ
り
、
将
来
、
労
働

力
人
口
は
減
る
と
考
え
ら
れ

る
。
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の

考
え
は
。

総
務
部
長

本
市
は
ま
だ

人
口
は
伸
び
る
と
考
え
る
が
、

高
齢
者
の
増
加
等
を
踏
ま
え
、

十
分
考
え
て
い
き
た
い
。

３
・

を
う
け
て
応

急
手
当
等
の
必
要
性
を
持
た

れ
た
方
も
多
い
が
、
救
命
講

習
の
受
講
状
況
は
。

消
防
署
副
署
長

上
級
救

命
講
習
会
を
６
回
実
施
し
、

名
が
、
普
通
救
命
講
習
会

で
は

回
、
１
３
４
８
人
が

受
講
さ
れ
て
い
る
。
非
常
に

受
講
率
は
高
い
。

府
営
水
の
受
水
基
本

単
価
が
下
げ
ら
れ
た
こ
と
で

本
市
水
道
料
金
が
値
下
げ
さ

れ
た
。
受
水
量
を
減
ら
せ
ば
、

さ
ら
に
値
下
げ
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。

副
市
長

府
南
部
の
関
係

自
治
体
が
、
浄
水
場
の
設
立

を
府
に
要
望
し
て
で
き
た
も

の
で
あ
る
た
め
、
当
初
約
束

し
た
受
水
量
を
減
ら
す
考
え

は
な
い
。

水
道
管
や
施
設
の
耐

震
化
の
対
応
は
。

工
務
課
長

基
幹
管
路
で

は

・
３
％
、
そ
こ
か
ら
分

か
れ
る
配
水
管
路
で
は
７
・

７
％
の
進
捗
を
み
て
い
る
。

工
務
課
指
導
主
幹

詳
細

な
診
断
を
要
す
る
が
、
補
強

が
必
要
と
な
れ
ば
、
施
設
の

重
要
度
に
よ
り
優
先
順
位
を

付
け
、
行
っ
て
い
き
た
い
。

災
害
に
備
え
行
政
だ

け
で
な
く
、
地
域
の
自
治
会

等
に
も
備
蓄
品
を
備
え
る
よ

う
な
は
た
ら
き
か
け
を
。

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
担
当

課
長

現
在
、
市
役
所
と
一

時
避
難
場
所
と
な
る
住
民
セ

ン
タ
ー
等
に
備
え
て
い
る
が
、

自
主
防
災
会
の
設
立
も
含
め
、

区
や
自
治
会
と
連
携
し
て
進

め
て
い
き
た
い
。

地域の防災を担うために
新設された南部水防倉庫

平
成

年
度
か
ら
市

民
税
、
軽
自
動
車
税
、
固
定

資
産
税
、
国
民
健
康
保
険
税

が
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ス
ト

ア
で
支
払
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
が
、
効
果
は

上
が
っ
て
い
る
か
。

税
務
課
統
括
主
幹

収
納

率
は
、
現
年
分
と
滞
納
繰
越

分
を
あ
わ
せ
前
年
度
比
１
・

％
上
昇
し
て
い
る
。
さ
ら

に

年
度
８
月
時
で
、

年

度
の
倍
近
く
利
用
が
増
え
て

い
る
。

生
活
保
護
受
給
者
が

年
々
増
え
て
い
る
よ
う
だ
が
。

就
労
指
導
を
さ
ら
に
行
う
べ

き
と
考
え
る
が
。

社
会
福
祉
課
長

最
近
１
、

２
年
間
で
急
増
し
て
い
る
。

受
給
者
の
中
に
は
、
医
師
の

意
見
を
聴
き
就
労
で
き
る
よ

う
支
援
し
て
い
る
。
そ
れ
に

は
就
労
支
援
員
を
置
き
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
を
と
り

重
点
的
に
行
っ
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
早
い
段
階
で
就

労
さ
れ
、
自
立
さ
れ
て
い
る

方
も
増
え
て
い
る
。

今
後
の
行
政
を
進
め

る
上
で
、
市
民
と
の
協
働
と

い
う
言
葉
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と

考
え
る
。
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
は
、
市
民
が
主

体
に
な
り
行
政
と
と
も
に
や

っ
て
い
く
と
い
う
考
え
が
行

政
に
あ
る
か
。

副
市
長

市
民
参
画
、
市

民
と
の
協
働
と
い
う
の
は
、

ま
さ
に
地
方
自
治
の
本
旨
で

あ
る
。
基
本
的
に
は
、
ま
ち

づ
く
り
は
市
民
自
ら
が
考
え

て
い
く
問
題
で
、
そ
れ
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
の
が
行
政
の
役

割
と
考
え
る
。

保
育
所
の
設
置
に
つ

い
て
、
北
部
に
は
松
井
ケ
丘

保
育
園
、
中
部
に
は
河
原
保

育
所
と
立
て
替
え
ら
れ
、
子

ど
も
が
入
り
や
す
い
状
況
が

整
備
さ
れ
た
が
、
南
部
の
住

宅
開
発
に
よ
り
子
ど
も
が
増

え
る
と
予
想
さ
れ
る
が
、
建

設
等
の
検
討
は
行
っ
て
い
る

か
。保

健
福
祉
部
長

市
域
全

体
と
し
て
、
入
所
児
童
に
対

し
一
定
数
の
確
保
は
で
き
て

い
る
と
考
え
て
い
る
が
、
南

部
地
域
の
開
発
動
向
や
認
定

こ
ど
も
園
の
件
な
ど
様
々
な

問
題
を
含
め
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
制
度
の
応
募
が
少
な
い
が
、

多
く
の
意
見
を
取
り
入
れ
る

よ
う
改
善
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

新築された松井ケ丘保育園

市
民
参
画
課
長

市
が
行

う
計
画
等
の
策
定
の
段
階
で

中
間
案
と
し
て
、
そ
の
方
向

性
に
つ
い
て
意
見
を
伺
っ
て

い
る
が
、
抽
象
的
な
計
画
で

は
関
心
が
薄
く
、
具
体
的
な

計
画
で
は
意
見
が
述
べ
や
す

い
傾
向
が
あ
る
。
で
き
る
だ

け
意
見
を
い
た
だ
け
る
よ
う

工
夫
し
た
い
。

妊
婦
に
と
っ
て
検
診

時
の
負
担
軽
減
と
し
て

回

の
受
診
券
を
利
用
で
き
る
が
、

現
実
的
に
す
べ
て
利
用
さ
れ

て
い
な
い
方
に
は
、
産
後
の

検
診
に
回
す
こ
と
が
で
き
な

い
か
。
ま
た
、
本
制
度
の
延

長
を
望
む
。

こ
ど
も
福
祉
課
長

妊
娠

２
ケ
月
か
ら
受
診
さ
れ
る
と

回
と
な
る
の
で
、
受
診
回

数
は
満
た
し
て
い
る
が
、
府

の
補
助
事
業
で
あ
る
た
め
未

利
用
分
を
産
後
に
回
す
予
定

は
聞
い
て
い
な
い
。
し
か
し
、

本
制
度
は
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

で
あ
る
の
で
、
継
続
を
要
望

し
て
い
き
た
い
。

三
山
木
区
画
整
理
事

業
区
域
内
の
市
有
地
や
保
留

地
を
集
約
さ
せ
た

街
区
に
、

市
の
総
合
施
設
を
設
置
す
べ

き
と
考
え
る
が
。

三
山
木
整
備
課
長

本
事

業
区
域
内
の
北
端
に
位
置
す

る

街
区
は
、
道
路
整
備
や

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
完
了
し
て

利
用
可
能
な
状
態
と
し
て
い

る
。理

事

核
と
な
る
施
設
は
、

街
区
に
設
け
る
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
北
部
、
中
部
、

南
部
と
均
衡
あ
る
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
大
き
な
課
題
で

あ
る
。
今
後
、
具
体
的
な
検

討
に
入
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

打
田
・
高
船
・
天
王

地
域
は
、
大
阪
方
面
に
近
い

立
地
を
生
か
し
、
地
域
の
活

性
化
と
し
て
観
光
目
的
の
農

園
や
体
験
型
農
園
に
取
り
組

ん
で
は
ど
う
か
。

農
政
課
長

制
度
を
利
用

し
た
体
験
型
農
園
に
は
、
組

織
的
な
対
応
が
必
要
に
な
る
。

果
樹
園
で
は
、
収
穫
ま
で
数

年
要
す
る
こ
と
も
課
題
の
一

つ
で
あ
る
。

３
・

大
震
災
以
降

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
注
目
さ

れ
て
い
る
が
、
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
金
に
つ

い
て
、
平
成

年
度
の
補
助

枠
は
２
０
０
件
と
あ
る
が
、

達
成
で
き
る
見
込
み
は
あ
る

空
調
問
題
に
つ
い
て
。

小
学
校
や
幼
稚
園
に
も
設
置

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

教
育
総
務
室
担
当
課
長

大
住
・
培
良
の
両
中
学
校

の
設
置
に
向
け
た
実
施
設
計

を
行
っ
て
い
る
が
、
小
学
校

や
幼
稚
園
に
つ
い
て
も
、
国

の
交
付
金
を
受
け
実
施
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

カラー塗装された通学路
（路側帯を塗装）

か
。環

境
課
長

す
で
に

件

の
申
請
が
あ
る
。
国
に
は
申

請
し
た
が
本
市
へ
の
未
申
請

分
、
ま
た
、
同
志
社
山
手
地

域
で
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

実
証
実
験
も
あ
り
、
今
後
、

申
請
が
出
る
と
考
え
て
お
り
、

最
終
的
に
は
達
成
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。

一
人
暮
ら
し
で
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

さ
れ
て
い
る
高
齢
者
等
を
対

象
に
、
に
こ
に
こ
回
収
が
始

ま
っ
た
が
利
用
者
の
件
数
は
。

清
掃
衛
生
課
長

現
在

件
の
利
用
が
あ
る
。

通
学
路
の
カ
ラ
ー
塗

装
の
効
果
は
。

施
設
整
備
課
長

歩
車
道

が
分
離
さ
れ
て
い
な
い
小
学

校
に
近
い
通
学
路
に
施
工
し

た
。
子
ど
も
た
ち
や
ド
ラ
イ

バ
ー
へ
の
視
覚
的
効
果
と
違

法
駐
車
も
減
っ
た
と
聞
い
て

い
る
。

ご
み
の
有
料
化
に
つ

い
て
検
討
は
。

清
掃
衛
生
課
長

近
隣
自

治
体
が
粗
大
ご
み
や
持
ち
込

み
ご
み
が
有
料
で
あ
る
こ
と
、

ご
み
の
減
量
化
や
受
益
者
負

担
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
検

討
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
有
料
化
ば
か
り

を
進
め
て
い
く
の
で
は
な
く
、

総
合
的
に
考
え
て
い
き
た
い
。

下
水
道
の
普
及
に
よ

り
、
し
尿
処
理
量
が
ほ
ぼ
横

ば
い
状
態
に
あ
る
。
新
し
い

時
代
に
向
け
て
、
し
尿
処
理

施
設
の
運
営
に
つ
い
て
検
討

す
べ
き
時
に
来
て
い
る
と
考

え
る
が
。

清
掃
衛
生
課
長

今
後
に

つ
い
て
は
、
運
営
協
議
会
や

関
係
区
と
も
十
分
時
間
を
か

け
て
協
議
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

公
共
施
設
に
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
て

い
く
考
え
は
な
い
か
。

副
市
長

財
政
的
に
厳
し

く
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
方
途

は
国
が
考
え
、
大
き
な
援
助

が
あ
っ
て
で
き
る
と
考
え
る
。

祉
福
健
保
・
民
市

育

教

設
建

等
境
環
済
経

年（平成 年） 月 日


